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数 学 中学１年「正の数と負の数② ～数の大小～ 」【要点資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜めあて＞数の大小関係は、どのように表すことができるか。 

 

＜まとめ＞ 

◆数の大小は、数直線や絶対値で考え、不等号を使って表すことができる。 

◆正の数は０より大きく、負の数は０より小さい。 

◆正の数では、絶対値が大きいほど大きい。負の数では、絶対値が大きいほど小さい。 

３つの数の大小を、不等号を使

って表すには、どうしたらよい

でしょうか。 

 

≪用語の確認≫ 

原点・・・数直線で０が対応している点 

正の方向・・・数直線の右の方向 

負の方向・・・数直線の左の方向 

数直線を使って、数の大小を考えよう。 

 

数直線上では、右側にある数ほど大

きく、左側にある数ほど小さい。 

－４と－１を比べると、数直線上で

は－４が左、－１が右にあるから、－

１の方が大きい。 

０は－２より右にあり、＋３は０よ

り右にある。－２＜０、０＜＋３を 

まとめて、－２＜０＜＋３ 

－４は－１より小さい －４＜－１ 

－１は－４より大きい －１＞－４ 

正の数では、絶対値が大きいほ

ど大きくなります。 

負の数では、どうなりますか。 

小さい順に並べると－２、０、＋３ 

だから、－２＜０＜＋３ 

大きい順なら、＋３＞０＞－２ 

－11の絶対値 11は、－8の絶対値 8より

大きい。－11＜－8だから、負の数では、

絶対値が大きいほど小さくなると思う。 

 


